
現在の交通状況等について
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令和6年能登半島地震 能登半島 道路の緊急復旧の状況

○1/2から幹線道路の緊急復旧に着手。24時間体制を構築し、 地元を中心とした各建設業協会や(一社)日本建設業連合会の応援を受け、緊急復旧作業を順次実施。
○沿岸部では被災箇所が多数確認されているため、自衛隊と連携し、内陸側・海側の両方からくしの歯状の緊急復旧も進めており、13方向で通路を確保。
○孤立集落は1/19に実質的に解消。引き続き、水道・電力などの要望、自治体の要請を踏まえ、緊急復旧を実施。

1月5日8時 33地区
（最大3,345人）

1月19日 実質的に解消
※4

※３：内閣府防災資料より
※４：2/13に全て解消

・主要な幹線道路における緊急復旧の進捗率

1/7
7時 現在

半島内の
主要な幹線道路

約６割 ⇒ 約９割

うち国道249号
沿岸部※1 約２割 ⇒ 約８割

沿岸部への到達
※2

６方向 ⇒ １３方向

※1：輪島市門前町～珠洲市役所、※2：内陸側・海側の両方

輪島市

珠洲市

能登町

志賀町

七尾市

穴水町

国道249号大谷トンネル写真⑦
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⑥
⑤

①
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（迂回路を考慮：約９割）

凡例
：国交省対応（走行可能）

：県対応（走行可能・この他でも作業を実施）

：自衛隊対応（走行可能）

：自動車専用道路（走行可能）

：被災規模 大

：被災規模 大（緊急車両等の通行を確保済）

：沿岸部への到達点

一般道

・孤立地区数の推移※３

※５：水道、電力、通信、放送事業者より聞き取り

・生活インフラ復旧に必要な重要箇所
の緊急復旧※ ５
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優先復旧の要望箇所
への対応状況

43/43箇所
（5月8日完了）

写真② 国道249号
海側からの重機運搬

R6.1.14 時点

③

写真④ 国道249号輪島市野田町
緊急復旧完了
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能登半島へのアクセス確保
5/14 7時00分時点
国土交通省 道路局

柳田IC

県立看護大IC

穴水町

能登町

珠洲市

七尾市

N

七尾IC

権限代行区間：

輪島市

のと里山海道を含む
能越自動車道の
石川県管理区間

国道249号の沿岸部

高田IC

写真③

(別所岳SA)
※閉鎖中

通行可
（40km/h規制）

徳田大津IC

穴水IC

のと三井IC

被災状況
能越自動車道・のと里山海道

写真①

写真② 写真③

写真①能越道（のと里山空港IC～穴水IC）

写真②のと里山海道（穴水IC～別所岳SA）

写真③のと里山海道（別所岳SA～横田IC）

越の原IC

：能越自動車道・のと里山海道

：交通規制区間（一方通行・速度規制）

：奥能登２市２町への主要ルート（一般道）

：通行止め区間

写真①

写真②

横田IC

通行可
（北向き一方通行・40km/h規制）

現在の通行状況

通行可
（40km/h規制）

※

○七尾市（徳田大津）からの所要時間

5/11 (9時台発）：穴水町 約0.5時間 輪島市 約1時間 珠洲市 約1.5時間

5/12 (9時台発）：穴水町 約0.5時間 輪島市 約1時間 珠洲市 約1.5時間

5/13 (9時台発）：穴水町 約0.5時間 輪島市 約1時間 珠洲市 約1.5時間

緊急復旧（道路啓開）の
状況や交通状況等を、
web地図上で閲覧できる
「道路復旧見える化マップ」
を公表（1月12日より）

二次元コードは
↓コチラ

URL：https://www.mlit.go.jp/road/r6noto/index2.html

７月末までに対面通行確保
（徳田大津IC のと里山空港IC）

※越の原IC～穴水IC間の能登大橋付近は当面の間、片側交互通行

能登大橋

（主な対応状況）
１／２ ・ 北陸道などの高速道路（NEXCO・公社管理）の通行止め解除

・ 能登半島へのアクセス道路の緊急復旧に着手
・ 普通車について、輪島・珠洲市までアクセス確保（大型車について、 １／４確保）

１／９ ・ 緊急復旧により、半島内の幹線道路の約８割が通行可（１／１５ 約９割まで進捗)
１／１４ ・ 総理大臣の指示を受け、権限代行に関する調整に着手
１／２３ ・ 国が石川県に代わり本格的な災害復旧を代行することを決定
２／２１ ・ 社会資本整備審議会道路技術小委員会において、復旧方針の検討を開始
３／２６ ・ 社会資本整備審議会道路技術小委員会において、道路構造物の技術基準の方向性を公表

７月末までに徳田大津ＩＣ⇔のと里山空港ＩＣ対面通行確保※越の原IC～穴水IC間の能登大橋付近は当面の間、片側交互通行

北向き一方通行

のと里山空港IC



令和6年4月11日(木)
8時～10時

珠洲市

輪島市

徳田大津

0時間

2時間

4時間

6時間

地震前 1/6 2/1 3/1 4/1

徳田大津IC → 珠洲市（9時台）

徳田大津IC →輪島市（9時台）

1/21：国道249号（七尾~穴水間）
迂回箇所解消 3/15：越の原IC~穴水IC北向き解放

のと里山海道 一般車両の
通行止め解除

5:13

3:54

1:05
0:42

1:37

1:11

4月の能登半島の交通状況

○半島北部へのアクセスのため、震災直後は国道249号の七尾湾側に交通が集中していたが、主要経路の復旧により分散し、混雑が緩和。
○七尾市から輪島市や珠洲市への所要時間は地震直後に比べ、迂回解消やその他主要経路の復旧に伴い減少した。
○4月時点でも地震前と比較して所要時間は1.5倍以上かかっており、のと里山空港IC～徳田大津ICの南向き通行止めが続いているため、南向きの
所要時間は北向きに比べて更に長い。

（出典） 旅行速度：ETC2.0通行実績

令和6年1月11日(木)
8時～10時

のと里山空港

穴水

越の原

横田

徳田大津

通行可能な２４９号へ
交通が集中し混雑

×

×

×

×のと三井

E86

×

×

珠洲市

輪島市

1/7：半島北部へ向かう
一般車への
交通規制開始

1/18：徳田大津IC~横田IC
北向き解放

2/15：横田IC~越の原IC北向き解放
七尾~穴水が複線化

【凡例】

0 ~ 10km/h
11 ~ 30km/h
31 ~ 50km/h
51km/h ~

【平均旅行速度】

4/11

≪南向き所要時間≫
4月11日（木）17時台
珠洲市→徳田大津IC： 1:52
輪島市→徳田大津IC： 1:29

のと里山空港

のと里山海道の各IC間の順次北向き一方通
行での解放等復旧が進んだことで、通行可能
なルートが増え混雑が緩和している一方、の
と里山海道の制限速度は４０㎞/ｈに規制され
ている状況。
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能越自動車道緊急復旧状況

○能越自動車道（のと里山海道）では、多段盛土の大規模崩落が多数発生していることや能登大橋の橋台背面盛土が大規模に崩落している状況。
○このため、道路用地を最大限に活用して早期の復旧を目指しており、令和６年３月１５日までに全区間での北向き1車線の通行を確保。

① のと里山海道 16kp付近

至 別所岳SA

至 横田IC

至 横田IC
至 別所岳SA

国際航業（株）提供写真国際航業（株）提供写真

■２期線用地を活用した通行確保 ■ランプを活用した通行確保
至輪島市

至 輪島市

至 金沢市

大規模崩落
（本線・金沢方面ランプ）

② のと里山海道 横田ＩＣ

■大規模被災箇所と緊急復旧状況
（令和６年３月１５日時点 北向き１車線通行確保）

①16kp付近

②横田ＩＣ

能登大橋付近 盛土崩落箇所

能登大橋

至 輪島市

至 金沢市

至輪島

至七尾
金沢
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国道249号緊急復旧状況

○国道２４９号沿岸部では地割れや段差、道路の大規模な崩落、トンネルや橋梁など構造物の損傷等が複数箇所で生じていることから、国による権限
代行により復旧工事を実施。

○このうち、千枚田工区では、現道位置で多くの地すべりが発生しているため、海岸隆起を活用して令和６年５月２日に緊急車両等の通行を確保。

■位置図

■被災状況・復旧状況

■緊急復旧計画
（海岸隆起を活用し、緊急車両等の通行を確保）

至 輪島市街地

至 珠洲市

復旧位置

Ｒ６年５月２日：海岸隆起を活用して１車線確保

輪島市野田町地先
（千枚田工区）

わじま のだまち

至
輪
島
市
街
地

至
珠
洲
市

至 輪島市街地

至 珠洲市

至

輪
島
市
街
地

道の駅
「千枚田ポケットパーク」

被災箇所

石川県

輪島市わ
じ
ま

いしかわ

わじま

全長 約800m

至

珠
洲
市

す
ず

至

能
登
町

の
と
ち
ょ
う

白米の千枚田

名舟漁港

野田町

名
舟
町

至 輪島市街地

至 珠洲市

Ｒ６年１月：被災状況（大規模崩落）

至 輪島市街地

至 珠洲市
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初動期の緊急復旧と道路交通の状況 （１月６日（土）時点）

66

○発災直後からプッシュ型支援により、緊急復旧（道路啓開）に着手。建設業者の応援を受け、県等とも連携しつつ順次作業を実施。
○一方、通行可能となっても、段差や道路陥没などの損傷箇所が残り、徐行を要する区間が多く存在。
○また、土砂流入等に伴う片側交互通行箇所も多くあり、渋滞が発生（横転や脱輪が発生した自動車が道路に存置されていることから交通規制が
発生した場合もあり）。

○再度発生した災害や上下水道等の復旧工事に伴う通行規制も発生。

○緊急復旧（道路啓開）の状況 ○道路交通の状況（1月6日時点）

橋梁の段差解消

輪島市里町地区

写真１

写真２

輪島市河井町地区

路面変状の解消

R6.1.5撮影

R6.1.6撮影
輪島市 珠洲市

能登町

穴水町

七尾市

E86

車両通行可（1/6時点）

所要時間（1月6日時点）
徳田大津IC → 輪島市：3時間54分
徳田大津IC → 珠洲市：5時間13分

徳田大津IC

路面陥没に伴う片側交互通行 土砂流入に伴う片側交互通行 土砂流入に伴う片側交互通行

渋滞

自動車横転・脱輪

能登町柏木地区

能登町大田原地区

珠洲市上戸町地区
能登町神和住地区

輪島市三井町地区

写真１

写真２



道路の緊急復旧の対応

77

○地元を中心とした各建設業協会に加え、（一社）日本建設業連合会の応援を受け、発災直後から緊急復旧作業を実施。

【（一社）日本建設業連合会による緊急復旧の対応状況】 ※同連合会作成資料（令和６年３月１８日時点）



24時間体制での緊急復旧（道路啓開）作業

8



【参考】地域公共交通情報の提供

99

○クルマを失った方や移動手段を持たない方の公共交通での移動を支援するとともに、公共交通利用誘導による道路渋滞緩和を目的に能登地域にお
ける公共交通の運行状況の一元的な提供サイトを立ち上げ。

○公共交通の復旧状況を簡易に一覧できるマップを配置し、毎日各交通機関の更新状況を確認し、更新があればすぐに変更を反映。
○国土交通省等による災害時交通マネジメント検討会で、公共交通利用促進のため自治体等と連携して提供サイトを活用する方針を確認。

（のと公共交通情報提供研究会）

【目的の交通機関を簡単に探せるよう配慮したUI】

【復旧状況を一覧できるマップを提供】

【鉄道、バス、各市町の公共交通の運行状況を網羅】

のと公共交通情報研究会とは・・・

防災関係有識者と地元企業等が連携し、「平成30年7月豪雨災害（西日本豪雨災害）」において立ち上がった災害時公共交通情報提供研究会の知見を
生かし、被災に伴い移動手段を失った方の移動手段の情報を提供するとともに、被災者の支援に向かわれる方に鉄道・バス等の運行情報を提供するこ

とで、復興を手助けすることを目的として発災後に設立されたプロジェクト

能登半島地震地域公共交通情報提供ページ＜https://www.noto.k-cat.jp＞



【参考】車の無償貸出し支援

1010

○令和６年能登半島地震で被災された方・支援活動を行う団体を対象に、車の無料貸出し支援を約６カ月間実施。
○貸出す車は自動車販売店、リース会社等の法人・個人から寄付された中古車を使用し、５月１日までに、延べ３７０台、１６５５件の貸出しを実施。
○また、希望者から廃車の寄付を募り、廃車・リサイクル処理の過程で得たパーツや資源の金額を協会への寄付金とし、活動資金へと充当する、
「廃車で被災地支援プロジェクト」も実施。

（（一社）日本カーシェアリング協会）

（一社）日本カーシェアリング協会＜https://www.japan-csa.org/＞

東日本大震災のあと宮城県に設立された日本カーシェアリング協会は、災害で
車が被害を受けた被災者などに車を無料で貸し出す支援活動を行っている。

※2024年5月1日時点


